
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
伸縮継手を囲む切断溝をコンクリート床版に形成し、この切断溝の角部をコアドリルでコ
ア抜きして円筒形のコアを撤去せずに残置し、切断溝内にワイヤソーを設置してコンクリ
ート床版及び伸縮継手を水平切断する伸縮継手の撤去方法。
【請求項２】
請求項１において、切断溝の適宜の位置にワイヤソーをガイドするプーリを設置するピッ
トを形成する伸縮継手の撤去方法。
【請求項３】
請求項２において、ピットの形成位置に複数の切断線を平行に形成して破砕することによ
ってピットを形成する伸縮継手の撤去方法。
【請求項４】
請求項１～３のいずれかにおいて、形成した切断溝の内側において、伸縮継手に平行な補
助切断線を形成する伸縮継手の撤去方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、老朽化等により交換が必要となった高架道路や橋梁等の伸縮継手をブレーカ
等の振動騒音を発生する器具を使用することなく低騒音・低振動で撤去する方法に関する
。
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【背景技術】
【０００２】
　長年の使用により老朽化したり、また、損傷した橋梁の伸縮継手を補修・交換するため
伸縮継手を解体撤去する必要がある。
　伸縮継手を撤去するには、伸縮継手と一体化されているコンクリート床版を切断して撤
去しなければならない。従来、コンクリート床版の切断には、円形ブレードを使用してい
る。
【０００３】
　撤去する伸縮継手及び床版を適宜の大きさに切断し、ジャッキで持ち上げて床版と桁と
の結合を解除する方法が特許文献１（特公平７－２６３６９号公報）、及び、特許文献２
（特公平７－２６３７１号公報）に提案されている。
【特許文献１】特公平７－２６３６９号公報
【特許文献２】特公平７－２６３７１号公報
【特許文献３】特開２００１－２２６９１４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　伸縮継手は、異形鉄筋等のアンカー材でコンクリート床版と強固に一体化されており、
円形ブレードによる切断のみでは撤去することができず、ブレーカでコンクリートをハツ
ル作業が要求され、振動・騒音を周囲に撒き散らしていた。このため、工事作業時間が限
定されるなどの問題があった。特に、都市部にある高架道路の伸縮継手の撤去工事では、
作業現場に近接してビルや住居が存在するため、騒音の発生は極力防止する必要がある。
　本発明は、伸縮継手の撤去において振動・騒音の源となるブレーカを使用することなく
静音で伸縮継手を部分撤去又は全撤去できるようにすると共に剥離補助具やジャッキを使
用することなく撤去できるようにするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　撤去する伸縮継手を囲む切断溝を形成すると共にこの切断溝の角部をコアドリルで切断
して曲線部を形成し、切断溝内にワイヤソーを設置してコンクリート床版または伸縮継手
を水平切断するものである。
　その際に、角部のコアを撤去せずに残置することによって角部を曲線状としてワイヤソ
ーの切断初期の走行を円滑にするものである。
　また、形成した伸縮継手に平行な切断溝の内側に補助切断線を形成することによって、
ワイヤソー切断作業中のトラブルに対処できるようにしたものである。
【０００６】
　更に、切断溝に近接して複数の切断線を平行に形成して破砕し、プーリの設置空間とな
るピットを形成するようにしたものである。
【発明の効果】
【０００７】
　ダイヤモンドワイヤソーのワイヤが走行する切断溝を伸縮継手の周囲に形成し、切断溝
の底部において水平切断によって伸縮継手を撤去するものであり、切断溝の形成及びワイ
ヤソーによる水平切断は共に低騒音・低振動であり、撤去作業を静音状態でおこなうこと
ができるので、住居やビルが近接している都市高速道路の伸縮継手に適用することができ
る。
　切断溝の角部をコアドリルで切断して円筒形のコアを残置して曲線を形成したので、ワ
イヤソーが円滑に走行でき、効率よく切断することができる。
　伸縮継手に平行な切断溝の内側に補助切断線を形成したので、ワイヤソーが噛み込むト
ラブルが発生しても、補助切断線を利用して切断溝と補助切断線間の床版コンクリートを
撤去することによって伸縮継手部をジャッキで持ち上げるなどしてワイヤソーの噛み込み
を短時間で解除でき、トラブルによる施工の中断時間を短縮することができる。
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　更に、ワイヤソーをガイドするプーリを設置するピットの形成においても、回転ブレー
ドで複数の切断線を設け、薄いコンクリート片をクサビやバールで除去してピットとした
ので、作業中の騒音・振動の発生が小さく、環境に影響を与えることが少ない。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　実施例
　本発明で使用するダイヤモンドワイヤソー切断機５は、図５に概略を示すように、基台
５０、昇降ガイド５１、駆動プーリ５２及びワイヤロープにダイヤモンドビーズを一定間
隔で取り付けたワイヤソー５３からなるものである。駆動プーリ５２は、昇降ガイド５１
に昇降自在に取り付けてあり、油圧モータによって回転駆動され、駆動プーリ５２にかけ
まわしてあるワイヤソー５３はガイドプーリを介して切断対象に巻きつけるようにセット
され、駆動プーリ５２の回転によってワイヤソー５３が高速で走行して対象物を切断する
ものである。
【０００９】
　図１（Ａ）～（Ｃ）に工程を示すように、撤去する伸縮継手１の周囲に幅１５ｍｍ程度
の切断溝２を形成する。市販の回転ブレード単独ではこの幅の切断溝を形成することがで
きないので、回転ブレードを複数枚（本実施例では３枚）重ねることにより必要な幅の切
断溝を形成した。もしくは、ワイヤソーを収容可能な幅を単独で切断することができる特
殊サイズのブレードを使用する。切断溝２の深さは撤去する伸縮継手１の大きさに応じて
適宜の直径の回転ブレードを選択する。また、円形の回転ブレードの特性上、切断端部に
向かって切断深さが浅くなるので、切断溝２の交差部を越える余切り２５を設ける。
　切断溝２は橋軸に直角な方向（伸縮継手に平行）に２本と橋軸方向に切断溝２１を形成
し、四角形となる。橋軸方向の切断溝は、幅員の大きな場合などは、ワイヤソー５３の長
さがあまり長くならないように伸縮継手１を切断する切断溝２１を形成する。
　伸縮継手１の一端が図２に示すように開放端の場合は、開放端部が切断溝２１の代わり
となるので、切断溝２１を形成する必要がない。
【００１０】
　ワイヤソー５３を収容する切断溝２の内側に、伸縮継手１に平行（橋軸に直角方向）に
、また、橋軸方向にも補助切断線２２を形成する。この補助切断線２２は、ワイヤソー５
３が床版内に設置されている鉄筋やアンカーなどに引っかかって走行不能に陥るなどのト
ラブルが生じた際、切断溝２と補助切断線２２を利用して床版のコンクリートを破砕した
り、ジャッキを使用して隙間を拡げるなどしてワイヤソー５３の噛みこみトラブルを解消
するものであり、補助切断線２２の幅は切断溝２より狭いものでよい。
【００１１】
　切断溝２の角部をコアドリルによってコア抜きをおこない、円形の切断溝２３を形成し
、角部の切断溝の深さを切断溝２全長にわたって一定深さとすると共に、円筒形のコアを
現位置に残置し、切断溝２の角部を曲線状として切断初期にワイヤソーが円滑に走行でき
るようにする。
【００１２】
　ワイヤソーの走行方向を変換するガイドプーリを収容するピット３を切断溝２に沿った
位置に形成する。本実施例は、切断溝２の角部にピット３を設けたが、切断溝の中央部な
ど、適宜の位置にピット３を設けることができる。また、ワイヤソーをガイドする水平プ
ーリを設置するためのピット３１を必要に応じて設ける。ピット３と円形切断溝２３の配
列の変形例を図４に示す。
　ピット３を形成するには、以下の方法で形成すると、騒音を発生させずに簡単に形成す
ることができる。
　切断溝２に沿って形成するピット３の幅の間に２～４ｃｍ間隔に切断溝２と同じ深さの
複数の切断線４を平行に形成し、更に、この切断線４に直角にピット３の端部位置に切断
線４１を形成する。切断線４に楔やバールを差し込んで力を加えることによって細片に細
分かされたコンクリートは簡単に撤去でき、ピット３を形成することができる。
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【００１３】
　ピット３の近接する位置の床版上にワイヤソー切断機５の基台５０をボルトで固定し、
電動油圧ユニットとワイヤソー切断機５の油圧モータを油圧ホースで接続する。駆動プー
リ５２に巻きまわされたワイヤソー５３を適宜の位置に配設したガイドプーリ（図示しな
い）を介して切断溝２の内部を一周させる。
　駆動プーリを昇降ガイド５１に沿って上昇させてワイヤソー５３を緊張させる。駆動プ
ーリ５２を回転させて切断溝２の内部を循環走行させると共に駆動プーリ５２を上昇させ
ると、ワイヤソー５３が床版コンクリートに食い込み、水平切断が開始される。
【００１４】
　ワイヤソー５３による切断作業中には、ワイヤソー５３を冷却するために注水をおこな
う。
　水平切断が進行して切断が完了する直前の最終局面では、ワイヤソー５３が鋭角になり
やすく破断する可能性が高くなるので、ピット３の反対側に設けたピット３１に水平プー
リを配置してワイヤソー５３が鋭角になるのを防止すると、破断を予防することができる
。
　水平切断が完了したら、伸縮継手１を周囲の床版コンクリートと共に引き上げて撤去す
る。
【００１５】
　以上に説明したように、従来のブレーカによるハツリ作業と異なって、発生する騒音は
、油圧モータの回転音とワイヤソーの走行音であり、従来の工法に比較して格段に静音状
態で工事がおこなわれるので、ビルや住居が接近している都市高速道の橋梁の伸縮継手の
撤去工事に最適である。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】伸縮継手の撤去方法工程概念図。
【図２】切断線形成工程の斜視図。
【図３】切断線形成が完了した状態の斜視図。
【図４】円形切断溝及びピットの配設例を示す平面図。
【図５】ワイヤソー切断機の一例の側面図。
【符号の説明】
【００１７】
１　　伸縮継手
２　　切断溝
２２　補助切断線
３　　ピット
４　　切断線
５　　ワイヤソー切断機
５３　ワイヤソー
【要約】
【課題】騒音の源となるブレーカを使用することなく静音で伸縮継手を撤去できるように
する。
【解決手段】伸縮継手１を囲む切断溝２を回転ブレード単独で形成する。切断溝２の内側
に、伸縮継手１に平行にトラブル時に使用する補助切断溝２２を形成する。切断溝２の角
部をコアドリルで切断し、円筒形コアを残置し角部の切断溝を曲線にしてワイヤソー５３
の走行を円滑にする。ガイドプーリを収容するピット３を切断溝２に沿った位置に形成し
、床版上にワイヤソー切断機５を固定し、ワイヤソー５３を切断溝２内に配置して一周さ
せ、駆動プーリ５２によってワイヤソー５３を走行させて床版及び伸縮継手１を水平切断
して撤去する。
【選択図】図１

10

20

30

40

(4) JP 3968380 B1 2007.8.29



【 図 ２ 】 【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 １ 】
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